
学科・学年・組

板金
板金の作業方法を理解し、課題作
品を仕上げることができる。

課題に対し適切な作業方法・工程
を考え、実践することができる。

板金の作業方法や技術について
関心を持ち、意欲的に取り組ん
でいる。

フライス盤Ⅰ・Ⅱ
フライス盤の操作方法を理解し、
課題作品を仕上げることができ
る。

課題に対し適切な作業方法・工程
を考え、実践することができる。

フライス盤の操作方法等につい
て関心を持ち、意欲的に取り組
んでいる。

ＣＡＤⅡ
使用ソフトの基本操作を理解し、
３ＤＣＡＤで課題の作図ができ
る。

課題に対し適切な方法で作図及び
３Ｄデータ作成をすることができ
る。

使用ソフトについて関心を持
ち、意欲的に取り組んでいる。

担当教員が配布するプリント

機械工学科　２年

使用教科書

教科

機械実習１（実教）、機械実習２（実教）、機械実習３（実教）

工業 4

・思考・判断した過程や結果を適切に説
明・表現できる。（レポート）
・安全に作業ができる
・実験・実習が正しく行える

・学習活動の取組状況
・レポート、ワークシート、授業ノートの
記述内容
・出席状況、授業準備

岐阜県立高山工業高等学校

単位数

（１）実際の作業を通して自ら具体的に体験しながら、機械技術者として必要となる基本的な専門技術を習得する
（２）機械技術者として課題や技術革新に主体的に対応できる能力、及び望ましい職業観と勤労観を身につける

思考・判断・表現

課題に対し適切な作業方法・工程
を考え、実践することができる。

「 実習 」の到達目標は

副教材等

２．評価の基準（及び年間の評定）

内容のまとまり（単元）

旋盤Ⅱ・Ⅲ

１．評価の観点の趣旨と方法

思考・判断・表現

「旋盤Ⅱ・Ⅲ」「フライス盤Ⅰ・Ⅱ」「Ｃ
ＡＤⅡ」「板金」「マシニングセンタ
（MC）」「計測・PC」に関する実習課
題についての解決を目指して思考を深め、
基礎的・基本的な知識と技術を基に、技術
者として適切に判断し、表現できる創造的
な能力を身につけている。

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能（技術）

旋盤の操作を理解し、効率的かつ
１年次より精度の高い課題作品を
仕上げることができる。

データ作成・機械操作の方法を理
解し、課題作品を仕上げることが
できる。

課題に対し適切なデータを作成
し、そのデータで機械を操作する
ことができる。

様々な計測機器の使用方法を理解
し、適切に使用することができ、
結果を読み取ることができる。

課題に対して適切な計測機器を選
び、測定や計算を行い、その結果
をまとめ、材料の機械的性質につ
いて考察することができる。

マシニングセンタ（MC）

計測・PC

シラバス

実習

計測の結果や機器の性能・使用
法について関心を持ち、意欲的
に取り組んでいる。

効率的な操作方法や課題作品の
精度について関心を持ち、意欲
的に取り組んでいる。

主体的に学習に
取り組む態度

データ作成方法および機械の操
作について関心を持ち、意欲的
に取り組んでいる。

評
価
の
方
法

評
価
の
観
点
の
趣
旨

・工作機械や機器が正しく、安全に使用
できる
・設問に対する計算、測定した値を基に
データ処理が行える
・資料から情報を収集・選択して図表等
にまとめられる
・作品のできばえ（精度等）
・レポートの記述内容
・ワークシートや授業ノートの記述内容

「旋盤Ⅱ・Ⅲ」「フライス盤Ⅰ・Ⅱ」
「ＣＡＤⅡ」「板金」「マシニングセン
タ（MC）」「計測・PC」に関する基礎
的・基本的な技術を身につけ、環境に配
慮し、ものづくりを合理的に計画し、そ
の技術を適切に活用している。また、現
代社会における工業の意義や役割を理解
している。

知識・技能（技術）

「旋盤Ⅱ・Ⅲ」「フライス盤Ⅰ・Ⅱ」「Ｃ
ＡＤⅡ」「板金」「マシニングセンタ
（MC）」「計測・PC」に関する実習課
題について関心を持ち、その改善、向上を
目指して主体的に取り組もうとするととも
に、実践的な態度を身につけている。
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ロ－テ－ション実習
　・前期
　「旋盤Ⅱ」
　「フライス盤Ⅰ」
　「ＣＡＤⅡ」
　「板金」

　・後期
　「旋盤Ⅲ」
　「フライス盤Ⅱ」
　「マシニングセンタ（MC）」
　「計測・PC」

　注）ひとつのテーマを
　　　２時間×７回で
　　　学習します。

前期学習内容
・「旋盤Ⅱ」
　　旋盤による基礎課題の製作
・「フライス盤Ⅰ」
　　立フライス盤による六面体の製作
・「ＣＡＤⅡ」
 　   3次元ＣＡＤソフトを利用した機械製図
・「板金」
　　手工板金による、ちりとりの製作

後期学習内容
・「旋盤Ⅲ」
　　旋盤による応用課題の製作
・「フライス盤Ⅱ」
　　立フライス盤による凹凸部品の製作
・「マシニングセンタ（MC）」
　　ＧコードによるＭＣプログラミングの基礎技術の習得
・「計測・PC」
　　各種材料試験と計測、
　　プレゼンテーション作成ソフトの基礎技術習得

〇〇〇

３．学習の計画と評価の観点

考
査
範
囲

学
期

評価の観点
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7

6

3

2

1

12

11

9

学　習　の　ね　ら　い学　習　内　容月

１
学
期

・１学期…１学期で実習が終了し、各パートごとに評価し、それらの平均点を１学期の評点とする。
・２学期…２学期で実習が終了し、各パートごとに評価し、それらの平均点を２学期の評点とする。
・学年末…１年間で実施したすべての実習パートごとの評点の平均点を１年間の評点とする。
　※実技が主体の科目なので全ての実習作品が完成・提出され、かつレポートが提出されていることが評価の最低条件です。
　※上記の基準にそって各実習担当者が３観点をバランスよく判断して成績をつけ、
　　それをもとに教科会議で検討し生徒個々の評価を決定します。



学科・学年・組

2　図形の表し方
　1　図形の選び方と配置
　2　断面図示
　3　特別な図示方法
　4　線・図形の省略

・主投影面（図）の選び方や配
置、各種の断面図示等について理
解している。
・実践的な関連知識や技能を身に
つけている。

・主投影面（図）の選び方や配
置、各種の断面図示等に適切に思
考・判断し、関連知識と技能(表
現）を製図に活用している。

・主投影面（図）の選び方や配
置，各種の断面図示、特別な図
示法等に興味・関心をもち、関
連知識と技能の習得に意欲的に
取り組んでいる。

２．評価の基準（及び年間の評定）

内容のまとまり（単元） 知識・技能（技術） 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

・機械部品のスケッチについて適
切に思考・判断し、関連知識と技
能(表現）を製図に活用してい
る。

・機械部品のスケッチなどについ
て理解している。
・実践的な関連知識や技能を身に
つけている。

5　スケッチ
　1　部品のスケッチ
　2　スケッチのしかた
　3　スケッチ図から製作図の
作成

4　公差・表面性状
　1　寸法公差
　2　はめあい
　3　幾何公差
　4　普通公差
　5　表面性状

・寸法公差の記入法やはめあいの
種類、表面性状の図示方法等につ
いて理解している。
・実践的な関連知識や技能を身に
つけている。

・寸法公差の記入法やはめあいの
種類、表面性状の図示方法等に適
切に思考・判断し、関連知識と技
能(表現）を製図に活用してい
る。

・寸法公差の記入法やはめあい
の種類、表面性状の図示方法等
に興味・関心をもち、関連知識
と技能の習得に意欲的に取り組
んでいる。

3　寸法記入法
　1　基本的な寸法記入法
　2　いろいろな寸法記入法
　3　寸法記入についての留意
事項

・基本的な寸法記入等について理
解している。
・実践的な関連知識や技能を身に
つけている。

・基本的な寸法記入等について適
切に思考・判断し、関連知識と技
能(表現）を製図に活用してい
る。

・基本的な寸法記入について興
味・関心をもち、関連知識と技
能の習得に意欲的に取り組んで
いる。

評
価
の
方
法

・製図道具が正しく使用できる
・資料から情報を収集・選択して正しい
値が求められる
・作品（図面等）のできばえ
・基礎製図検定問題集の記述内容
・課題プリントやワークシートの記述内
容

・思考・判断した過程や結果を適切に表現
（製図）できる
・製図の規則に従って正しく図面が読める
・製図の規則に従って正しく図面が作成で
きる

・学習活動の取組状況
・基礎製図検定問題集やワークシート、課
題プリント、授業ノートの記述内容
・出席状況、授業準備

（１）機械製図の基本を学び、器具・機械の設計製図に至るまで段階を迫って学習する。
（２）そのうえで、CADによる設計製図の概要を学習する。
（３）機械に関する基礎知識を、総合的にまとめる能力を身につける。

１．評価の観点の趣旨と方法

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

「 製図 」の到達目標は

シラバス 岐阜県立高山工業高等学校

製図

評
価
の
観
点
の
趣
旨

　各種機械や部品の製作に使用される図
面などの作成に関する基礎的・基本的な
知識と技術を習得するとともに、各種機
械や部品の製作に使用される図面等の役
割や作図法、図面などを正しく読み、作
成できる力を身につけている。

　各種機械や部品の製作に使用される図面
などの作成における諸問題を的確に把握
（分析）し、考察を深めるとともに、機械
製図に関する知識と技術を活用しながら表
現する力を身につけている。

　各種機械や部品の製作に使用される図面
などを作成することに興味・関心をもち，
機械製図の意義や役割の理解および諸問題
の解決を目指して、主体的に学習に取り組
もうとしている。

教科 工業 単位数 2 機械工学科　２年

・機械部品のスケッチについて
興味・関心をもち、関連知識と
技能の習得に意欲的に取り組ん
でいる。

使用教科書 機械製図（実教出版）

副教材等 基礎製図検定問題集、担当教員が配布するプリント
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期

第4章　機械要素の製図
1　ねじ
　1　ねじの基本
　2　ねじ製図
　3　ボルト・ナット・小ね
じ・止めねじ

・ＪＩＳ規格でのＣＡＤ用語やＣ
ＡＤ製図に用いる線・文字等につ
いて理解している。
・実践的な技能・表現力を身につ
けている。

4

5

6

３．学習の計画と評価の観点

学
期

月 学　習　内　容 学　習　の　ね　ら　い

評価の観点

考
査
範
囲

・主投影図にどの図を選べばよいか、主投影図だけで品物が表現
できるかなど、投影図の配置についての考え方を実技(演習課題
等）を通して学習する。
・品物の内部を表す断面図示や特別な場合の図示法、線・図形を
省略する場合等について、実技(演習課題等）を通して学習す
る。

・寸法記入に関する基本的事項を理解し、色々な場合の寸法記入
や記入上の留意点等について、実技(演習課題等）を通して学習
する。
・寸法の許容限界(公差）の必要性や使用される用語の意味を理
解したうえで、寸法公差の記入法について学習する。
・はめあいの種類や基本公差・等級、寸法公差記号などの用語の
意味を理解し、多く用いられるはめあいの穴および軸に対する寸
法許容差の求め方について学習する。
・幾何公差・普通公差・表面性状について、その必要性や用語の
意味、図面上の示し方等について学習する。

・実技が主体の科目なので全ての課題製図が完成・提出されていることが評価の最低条件である。

3　軸受
　1　滑り軸受
　2　転がり軸受
　3　密封装置

・軸を支える軸受等について理解
している。
・JISに関する実践的な知識や技
能を身につけている。

・軸を支える軸受について適切に
思考・判断し，関連知識と技能を
習得し活用している。

・軸を支える軸受等について理
解している。興味・関心をも
ち、関連知識と技能の習得に意
欲的に取り組んでいる。

2　軸と軸継手
　1　軸およびキー・ピン
　2　フランジ形軸継手
　3　自在軸継手
　4　クラッチ

・軸と軸をつなぐ軸継手等につい
て理解している。
・JISに関する実践的な知識や技
能を身につけている。

・軸と軸をつなぐ軸継手等につい
て適切に思考・判断し，関連知識
と技能を習得し活用している。

・軸と軸をつなぐ軸継手等につ
いて理解している。興味・関心
をもち、関連知識と技能の習得
に意欲的に取り組んでいる。

4　CAD機械製図規格
　1　CAD製図における注意事
項
　2　CAD製図に用いる線
　3　文字および文章

・ねじの種類や用途、ねじ製図、
ボルト・ナット・小ねじ・止めね
じ等について理解している。
・JISに関する実践的な知識や技
能を身につけている。

・ねじの種類や用途、ねじ製図、
ボルト・ナット・小ねじ・止めね
じ等に適切に思考・判断し、関連
知識と技能を習得し活用してい
る。

・ねじの種類や用途、ねじ製
図、ボルト・ナット・小ねじ・
止めねじ等に興味・関心をも
ち、関連知識と技能の習得に意
欲的に取り組んでいる。

・ＪＩＳ規格でのＣＡＤ用語やＣ
ＡＤ製図に用いる線・文字等に適
切に思考・判断し、ＣＡＤを用い
た図面の作成・表現ができる。

・ＪＩＳ規格でのＣＡＤ用語や
ＣＡＤ製図に用いる線・文字等
に興味・関心をもち、ＣＡＤを
用いた図面の作成に意欲的に取
り組んでいる。

第3章　CAD製図
1　CADシステム
　1　CADシステムの役割
　2　CADシステムの構成

・ＣＡＤの役割やシステム構成、
活用例等について理解している。
・実践的な技能・表現力を身につ
けている。

・ＣＡＤの役割やシステム構成、
活用例等に適切に思考・判断し、
CADを用いた図面の作成に活用
している。

・ＣＡＤの役割やシステム構
成、活用例等に興味・関心をも
ち、CADの活用に意欲的に取り
組んでいる。

2　二次元CAD
　1　二次元CADの基本機能
　2　二次元CADの利用

・二次元ＣＡＤの機能や基本操
作、活用等について理解してい
る。
・実践的な技能・表現力を身につ
けている。

・二次元ＣＡＤの機能や基本操
作、活用等に適切に思考・判断
し、関連知識や技能・表現を
CADを用いた製図に活用してい
る。

・二次元ＣＡＤの機能や基本操
作、活用等に興味・関心をも
ち、関連知識や技能の習得に意
欲的に取り組んでいる。

3　三次元CAD
　1　三次元CADの基本機能
　2　三次元CADの利用

・三次元ＣＡＤの機能や基本操
作、活用等について理解してい
る。
・実践的な技能・表現力を身につ
けている。

・三次元ＣＡＤの機能や基本操
作、活用等に適切に思考・判断
し、三次元CADによる画像処理
の仕方に創意工夫がみられる。

・三次元ＣＡＤの機能や基本操
作、活用等に興味・関心をも
ち、三次元CADによる画像処理
等に意欲的に取り組んでいる。

３　寸法記入
　１　基本的な寸法記入法
　２　いろいろな寸法記入法
　３　寸法記入についての留意事項

４　公差・表面性状
　１　寸法公差
　２　はめあい
　３　幾何公差
　４　普通公差
　５　表面性状

２　図形の表し方
　１　図の選び方と配慮
　２　断面図示
　３　特別な図示法
　４　線・図形の省略

〇

〇〇

〇

〇



〇 〇

〇 〇 〇

第4章　機械要素の製図
１　ねじ
　１　ねじの基本
　２　ねじ製図
　３　ボルト・ナット・
　　　小ねじ・止めねじ
２　軸と軸継手
　１　軸およびキー・ピン
　２　フランジ形軸継手
　３　自在軸継手
　４　クラッチ
3 軸受
　１　滑り軸受
　２　転がり軸受
　３　密封装置

・従来の手がきによる製図との違いや、CADスシテムがもつ機
能や使用例等について学習する。

・二次元ＣＡＤの基本的な構成や機能等を理解し、その基本操作
等について学習する。

・三次元ＣＡＤの基本的な構成や機能等を理解し、その操作等に
ついて実技(演習課題等）を通して学習する。

・JISB３４０２「CAD機械製図」の記述内容について理解を深
める。

・ねじの基本原理や種類等を理解し、ねじ部の図示法やボルト・
ナットの略画法について学習する。
・各種の関連j規格について、その内容を理解し、実際に活用で
きるようにする。

・各種軸継手の製図を通して、キー溝の表し方や寸法公差記号の
利用について学習する。

・滑り軸受，転がり軸受、密封装置の製図について学習する。

9

10

２
学
期

8

〇〇〇
３
学
期

1

2

3

11

第3章　ＣＡＤ製図
１　CADシステム
　１　CADシステムの役割
　２　CADシステムの構成
２　二次元CAD
　１　二次元CADの基本構成
　２　二次元CADの利用

12

３　三次元CAD
　１　三次元CADの基本機能
　２　三次元CADの利用
４　CAD機械製図規格
　１　CAD製図における注意事項
　２　CAD製図に用いる線
　３　文字および文章

・スケッチ用具(計測機器等）の使い方やスケッチの仕方等につ
いて、実際の機械部品のスケッチを通して学習する。
・スケッチ図を基に、製作図を完成することによって，部品の製
作過程等を理解する。

５　スケッチ
　１　部品のスケッチ
　２　スケッチのしかた
　３　スケッチ図から製作図の作成

〇〇〇



学科・学年・組

第6章　切削加工
1．切削加工の分類
2．おもな工作機械と切削工具
3．切削工具と切削条件
4．切削理論
5．工作機械の構成と駆動装置

・切削加工を適切に活用できるよ
うに理解している。
・切りくず生成と切削の３運動の
概要を把握し、切削工具の刃部の
働きを理解している。
・工作機械の名称、構造、加工内
容を理解している。
・切削工具各部の名称を把握し、
その働きを理解している。
・工作機械と切削工具の取り扱
い、運転操作を理解している。
・切削工具材料の特徴や留意点を
理解している。
・表や数式等を使って、適切な切
削条件を判断し選択できる。
・工具寿命と仕上げ面の粗さにつ
いて理解している。
・切削にともなう事象や現象の対
処のしかたを理解している。
・切りくずの状態から，切削の状
態を判断することができる。
・切削油剤に求められる条件を理
解している。
・切削所要動力を諸条件から計算
で求めることができる。
・工作機械を運転する場面で活用
できるよう、運転操作のしかたを
理解している。

・切削加工の概要をまとめたり、
説明することができる。
・身近な製品をもとにして、切削
加工の特徴を説明することができ
る。
・各種の工作機械が可能な加工内
容を説明することができる。
・切削工具に共通する各部の名称
と働き、切削工具材料に求められ
る条件を説明することができる。
・適切な切削条件を選択するため
に必要な要素を説明することがで
きる。
・切削加工中の工作機械の運動、
切削にともなう種々の事象や現象
の原因を説明することができる。
・切りくずの種類や状態について
説明することができる。
・切削油剤を使用する目的につい
てまとめ、説明することができ
る。
・工作機械を構成する装置類のし
くみや原理、施された工夫を説明
することができる。

・切削加工の特徴を、身近な製
品に関心を寄せ理解しようとし
ている。
・切削加工の原理に関心を持
ち、意欲的に学習に取り組もう
としている。
・各種の工作機械の基本的な構
造やしくみに関心を持ち、合理
的に操作して加工できるように
している。
・切削工具の形状や各部の働
き、切削工具材料について関心
を持ち、意欲的に学習に取り組
もうとしている。
・最適な切削を目指し、切削条
件を定められるように意欲的に
学習に取り組もうとしている。
・切削にともなう種々の事象や
現象に関心を持ち、これらをさ
まざまな場面で活用しようと意
欲的に学習に取り組んでいる。
・工作機械を合理的に運転すべ
く、工作機械を構成する装置類
のしくみや原理に関心を持ち、
意欲的に学習に取り組んでい
る。

２．評価の基準（及び年間の評定）

内容のまとまり（単元） 知識・技能（技術） 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

評
価
の
方
法

・定期考査
・小テスト
・課題テスト
・宿題テスト
・課題提出物
以上を総合的に評価

・確認プリント
・ワークシート
・授業ノート
等の記述内容や学習内容の理解度、課題提
出物を総合的に評価

・学習への取組状況
（授業準備、出欠、発言、課題への取組）
・課題提出状況
以上を総合的に評価

（１）機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解する。
（２）機械のしくみや機械をつくる技術を自然法則と関連付けて考察し，科学的，工学的思考力を養う。
（３）機械工作を機械材料，計測，生産管理を含めて総合技術として学び，実際に活用できる能力と態度を身に付ける。

１．評価の観点の趣旨と方法

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

「 機械工作 」の到達目標は

シラバス 岐阜県立高山工業高等学校

機械工作

評
価
の
観
点
の
趣
旨

・機械工作に関する学習を通して基礎的
な知識と技術を理解し、工業の発展と調
和のとれたありかたや現代社会における
工業の意義や役割を理解している。ま
た、その成果として、ものづくりでのい
ろいろな場面で問題解決を試みることが
できるように相互に関連させて理解して
いる。

・機械工作に関する諸問題の解決をめざし
て自ら思考を深め、基礎的基本的な知識と
技術を活用して適切に判断し、創意工夫す
る能力を身に付けている。また、その成果
を適切に表現することができる。

・身近な製品に関心を払うなどして、機械
工作に関する基礎的な知識と技術に関心を
持ち、その習得に向けて意欲的に取り組む
とともに実際に活用しようとする創造的実
践的な態度を身に付けている。

教科 工業 単位数 2 機械工学科　２年

使用教科書 機械工作1（実教出版）、機械工作２（実教出版）

副教材等 担当教員が配布するプリント



第8章　特殊加工と三次元造形
技術
1．特殊加工
2．熱的な加工
3．化学的な加工
4．力学的な加工
5．三次元造形技術

・特殊加工の概要と種類を理解
し、加工エネルギーにより分類す
ることができる。
・放電加工、レーザ加工、電子
ビーム加工の加工原理や従来の機
械加工との違いを把握し、理解し
ている。
・電解加工、化学研磨、フォトリ
ソグラフィーの加工原理や従来の
機械加工との違い把握し、理解し
ている。
・液体ジェット加工、ブラスト加
工の加工原理や従来の機械加工と
の違いを把握し、理解している。
・7つに分類されるＡＭで用いら
れる材料や特徴を理解している。
・主要なＡＭについて、造形原理
や従来の機械加工との違いを把握
し、理解している。

・特殊加工の種類について，レ
ポートにまとめたり，説明するこ
とができる。
・熱的な加工について，それぞれ
の特徴をまとめ，わかりやすく説
明することができる。
・化学的な加工について，それぞ
れの特徴をまとめ，わかりやすく
説明することができる。
・力学的な加工について，それぞ
れの特徴をまとめ，わかりやすく
説明することができる。
・三次元造形技術により製作され
る3つのモデルとその用途につい
て説明することができる。
・三次元造形技術の持つ特徴と解
決すべき問題について考察し，レ
ポートにまとめたり，説明するこ
とができる。

・ものづくりの中でさまざまな
特殊加工が使われていることに
関心を持ち、特殊加工の種類と
特徴を理解しようと意欲的に学
習に取り組んでいる。
・熱的な加工の原理や特徴に関
心を持ち、意欲的に学習に取り
組もうとしている。
・化学的な加工の原理や特徴に
関心を持ち、意欲的に学習に取
り組もうとしている。
・力学的な加工の原理や特徴に
関心を持ち、意欲的に学習に取
り組もうとしている。
・三次元造形技術の原理や特徴
に関心を持ち、意欲的に学習に
取り組もうとしている。

第9章　表面処理
1．めっき
2．化成処理と陽極酸化処理
3．いろいろな皮膜処理
4．鋼の表面硬化

・めっきの目的、種類、原理、特
徴および留意事項を把握し、理解
している。
・化成処理と陽極酸化処理の目
的、種類、原理、特徴および留意
事項を把握し、理解している。
・いろいろな皮膜処理の目的、種
類、原理、特徴および留意事項を
把握し、理解している。
・各種の鋼の表面硬化の方法、原
理、特徴および留意事項を把握
し、理解している。

・各種のめっきについて、それぞ
れの特徴をまとめ、説明すること
ができる。
・化成処理と陽極酸化処理につい
て、それぞれの特徴をまとめ、説
明することができる。
・いろいろな皮膜処理について、
それぞれの特徴をまとめ、説明す
ることができる。
・鋼の表面硬化の目的について説
明することができる。
・各種の鋼の表面硬化について、
それぞれの特徴をまとめ、説明す
ることができる。

・各種のめっきの特徴、目的や
原理に関心を寄せ、理解しよう
としている。
・化成処理と陽極酸化処理の特
徴、目的に関心を寄せ、意欲的
に学習に取り組もうとしてい
る。
・いろいろな皮膜処理のそれぞ
れの特徴、目的や原理に関心を
寄せ、理解しようとしている。
・鋼の表面硬化方法の特徴、目
的や原理に関心を寄せ、意欲的
に学習に取り組もうとしてい
る。

第7章　砥粒加工
1．砥粒加工の分類
2．研削
3．砥石車
4．いろいろな研削・研磨
5．遊離砥粒による加工

・砥粒加工における研削と研磨の
違いを分類できる。
・砥粒加工で到達できる表面粗さ
の範囲を理解し、ほかの機械加工
との違いを理解している。
・研削を適切に活用できるように
理解している。
・研削抵抗や研削油剤の働き、研
削にともなう事象や現象の対処の
しかたを理解している。
・砥石車の選択のしかた、砥石車
の構成要素の働きについて理解し
ている。
・内面研削、工具研削、ホーニン
グ、超仕上げによる加工原理と加
工例を把握し、研削･研磨加工を
活用できるように理解している。
・ラッピング、噴射加工、超音波
加工の加工原理と加工例を把握
し、いろいろな砥粒加工を活用で
きるように理解している。

・砥粒加工の種類をまとめたり、
説明することができる。
・研削の原理を理解し、切削との
違いを切りくずが生成される過程
や切れ刃の自生作用等を用いて説
明することができる。
・加工形状にあわせて用いられる
研削方法を選択、説明することが
できる。
・研削抵抗や研削油剤の働きにつ
いて、説明することができる。
・砥石車を構成する3要素の働
き、砥石車の選択のしかたを説明
することできる。
・いろいろな研削･研磨の特徴や
それが行われている場面を説明す
ることができる。
・遊離砥粒による加工の研削の特
徴や加工が行われている場面を説
明することができる。

・砥粒加工に関心を持ち、砥粒
加工の種類と特徴を理解しよう
と意欲的に学習に取り組んでい
る。
・各種の研削の原理やしくみに
関心を持ち、意欲的に学習に取
り組もうとしている。
・砥石車の種類や構成要素につ
いて関心を持ち、意欲的に学習
に取り組もうとしている。
・いろいろな研削･研磨について
関心を持ち、意欲的に学習に取
り組もうとしている。
・遊離砥粒による加工について
関心を持ち、意欲的に学習に取
り組もうとしている。
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第10章　生産計画・管理と生
産の効率化
1．生産計画と管理
2．生産を支える管理システム
3．品質管理と検査
4．安全と環境管理
5．生産の効率化

・効率的に生産を進める生産計画
を理解している。
・ものづくりを支障なく進めるこ
とができる資材管理、設備管理、
原価管理を理解している。
・品質管理のための手法を把握
し、適正な品質の品物をより経済
的につくる方法を理解している。
・労働災害を把握し、職場の安全
を実現する方策を理解している。
・産業公害を把握し、環境を保全
する方策を理解している。
・取付具･ジグの活用法や、生産
方式について概要を把握し、作業
時間を短縮して生産の効率化をは
かれるように理解している。

・ＰＤＣＡサイクルについて説明
することができる。
・生産計画の目的と効果および方
法を説明することができる。
・資材、設備、原価管理の目的と
効果および方法を説明することが
できる。
・品質管理の目的と効果および方
法を説明することができる。
・安全と環境の管理の目的と効果
および方法を説明することができ
る。
・取付具･ジグの有用性について
説明することができる。
・工場の自動化に向けた生産シス
テムについてまとめ、説明するこ
とができる。

・効率的に生産を進める方法を
理解しようとしている。
・資材、設備、原価管理につい
て理解しようとしている。
・適正な品質の品物を経済的に
つくる方法を理解しようとして
いる。
・職場の安全に関心を持ち、そ
れを実現する方策などを理解し
ようとしている。
・産業公害や環境保全に関心を
持ち、公害防止や地球環境の保
全を実現する環境管理の方策な
どを理解しようとしている。
・取付具･ジグや工場の自動化に
より生産を効率化することに関
心がある。

１
学
期

4
第6章　切削加工
　１切削工具の分類
　２おもな工作機械と切削工具

いろいろな加工法との対比のなかで切削加工の特徴を理解させ、
切削加工を適切に活用できる能力を身に付けさせる。
切りくず生成と切削の３運動の概要を把握させて、切削工具の刃
部の働きを理解させる。
切削加工中の工作機械の運動および切削工具各種による切削加工
作業、工作機械と切削工具の関係、切削工具の種類と特徴を把握
させ、適切に活用できる能力を身に付けさせる。

３．学習の計画と評価の観点

学
期

月 学　習　内　容 学　習　の　ね　ら　い

評価の観点

考
査
範
囲

１
学
期
中
間
考
査

5
　３切削工具と切削条件
　４切削理論
　５工作機械の構成と駆動装置

切削工具材料に求められる性質、切削工具材料の種類と特徴を把
握させる。切削条件の選定のしかたを理解させ、適切に選定して
活用できる能力を身に付けさせる。
切削のしくみを理解させ、切削にともなう現象とその対応策を把
握させ、好ましい切削を行う能力を身に付けさせる。
工作機械の構造を把握させ、好ましい取り扱いかたを身に付けさ
せる。

6

第7章　砥粒加工
　１砥粒加工の分類
　２研削
　３砥石車

対比のなかで砥粒加工に共通する特徴を理解させ、適切に活用で
きる能力を身に付けさせる。
砥粒加工における研削と研磨の違いと、概要を把握させる。
切りくずが生成する過程や切れ刃の自生作用および研削作用を理
解させる。また、研削盤、方式、条件を把握させる。
砥石車の構成を把握させたうえで、その3要素を理解させ、適切
な選択、取り扱い方法を身に付けさせる。

１
学
期
期
末
考
査

7
　４いろいろな研削
　５遊離砥粒による加工

内面研削、工具研削、ホーニング、超仕上げによる加工原理を理
解させ、その加工例を把握させ、いろいろな研削加工を適切に活
用できる能力を身に付けさせる。
ラッピング、噴射加工、超音波加工の加工原理を理解させ、その
加工例を把握させ、いろいろな砥粒加工を適切に活用できる能力
を身に付けさせる。

これからの機械工作法

・機械製品の製造方式の発達とそ
の背景、機械工業が社会に及ぼし
た影響や製造法式のあるべき姿を
把握した上で、機械工作法の重要
性を理解している。

・発達し続ける機械工作法の背景
にある情報技術との融合、機械工
業が社会に及ぼした影響、および
あるべき姿を考え，説明すること
ができる。

・発達を続ける機械工作法のあ
ゆみと、社会に与える影響を探
求しようとしている。

年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、３観点をバランスよく判断して決定します。



〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

２
学
期
中
間
考
査

３
学
期

1
第10章
生産計画・管理と生産の効率化
　１生産計画と管理

安全や環境などにも配慮した経済的で合理的な生産の計画と管理
の進めかたを把握させる。
ものづくりの形態と進めかたを把握させ、ものづくりを合理的に
進める方法を理解させる。工程管理の目的を理解させ、それを進
める方法を具体的に把握させ、適切な工程管理ができる能力を身
に付けさせる。

学
年
末
考
査

2
　２生産を支える管理システム
　３品質管理と検査
　４安全と環境管理

資材、設備、原価の管理の目的、それを進める方法を把握させ、
適切な管理ができる能力を身に付けさせる。
品質管理の目的、検査する方法を把握させ、適切な品質管理がで
きる能力を身に付けさせる。また、品質管理のための各種手法、
適正な品質の品物をより経済的につくる方法を立案し、活用でき
るように理解させる。
安全と環境の管理の目的、それを進める方法を具体的に把握さ
せ、適切な安全管理ができる能力を身に付けさせる。

3
　５生産の効率化

これからの機械工作法

11
第9章　表面処理
　１めっき
　２化成処理と陽極酸化処理

10
　３化学的な加工
　４力学的な加工
　５三次元造形技術

電解加工、化学研磨、フォトリソグラフィーの加工原理や従来と
の違いを把握させ、適切に活用できる能力を身に付けさせる。
液体ジェット加工、ブラスト加工の加工原理や従来との違いを把
握させ、適切に活用できる能力を身に付けさせる。
三次元造形技術の種類と特徴、造形原理や従来との違いを理解さ
せる。AMを適切に活用できる能力を身に付けさせる。

〇〇

対比のなかで特殊加工に共通する特徴と三次元造形技術の概要を
理解させ、適切に活用できる能力を身に付けさせる。
特殊加工の概要と種類、とくに加工エネルギーによる分類を理解
させる。
放電加工、レーザ加工、電子ビーム加工の加工原理や従来との違
いを把握させ、適切に活用できる能力を身に付けさせる。

第8章　特殊加工と三次元造形技術
　１特殊加工
　２熱的な加工

２
学
期

取付具やジグの活用法、それを活用した合理的なものづくりの方
法を身に付けさせる。また、専用化・自動化機械、各種の生産方
式について概要を把握させ、作業時間を短縮して生産の効率化が
はかれるような能力を身に付けさせる。
機械製品の製造方式の発達とその背景、機械工業が社会に及ぼし
た影響や機械工業や機械製品の製造法式のあるべき姿を把握した
うえで、機械工作法の重要性を身に付けさせる。

対比のなかで表面処理の特徴を理解させ、表面処理を適切に活用
できる能力を身に付けさせる。
めっきの目的、種類、原理、特徴および留意事項を理解させ、
めっきを適切に活用できる能力を身に付けさせる。
化成処理と陽極酸化処理の目的、種類、原理、特徴および留意事
項を理解させ、これらの処理を適切に活用できる能力を身に付け
させる。

２
学
期
期
末
考
査

12
　３いろいろな皮膜処理
　４鋼の表面硬化

9

いろいろな皮膜処理の目的、種類、原理、特徴および留意事項を
理解させ、いろいろな皮膜処理を適切に活用できる能力を身に付
けさせる。
鋼の表面硬化の目的、種類、原理、特徴および留意事項を理解さ
せ、鋼の表面硬化を適切に活用できる能力を身に付けさせる。

8



学科・学年・組

第１章 機械と設計
　1．機械のしくみ
　2．機械設計

機械の定義を理解し、機械がさま
ざまな機構や要素を組み合わせて
できていることを理解している。
設計の進めかたを理解し、新技術
の活用やよい機械について理解し
ている。

機械の定義・なりたち・動きなど
から、機械か否かを総合的に判断
している。
生産における設計の役割や設計の
内容について考えている。
設計の要点を理解し、これからの
学習にいかすことを考えている。

機械に関心をもち、機械の定
義、機械のしくみ、機械の機
構、機械要素を探究しようとし
ている。
機械設計に関心をもち、設計の
進めかたやよい機械の条件を探
究し、設計の基本を理解し、意
欲的に取り組もうとしている。

第２章　機械に働く力と仕事
　１．機械に働く力
　２．運　動
　３．力と運動の法則
　４．仕事と動力
　５．摩擦と機械の効率

作図や計算で力の合成・分解、力
のモーメント・偶力・重心を求め
る方法を理解し、結果を導き出す
ことができる。
直線運動や回転運動の速度・加速
度の計算法を理解している。
運動の法則や運動量に関する基礎
知識を理解し、運動する物体と力
の関係を計算で示すことができ
る。
仕事の概念や原理、エネルギーと
動力・エネルギー保存の法則につ
いて理解している。
摩擦の性質などを理解し、計算法
を身に付け、機械の効率の概念と
現状を理解している。

力を合成・分解する方法、力の働
きやつり合い、重心の求めかた、
力を数学的にとらえ数式で表現す
ることができる。
直線運動や回転運動の速度・加速
度の計算を具体例をふまえて考察
し、起きる現象を考え、判断・表
現することができる。
運動と力の関係を探究し、計算過
程を説明することができる。
仕事や動力の原理をてこ・輪軸・
滑車・斜面などの具体例から考察
でき、計算の過程や結果を表現す
ることができる。
機械の効率が摩擦に左右されるこ
とを表現することができる。

機械に働く力の工学的意義や物
体に動きを与える力について関
心をもち、理解しようとする。
運動によって作用する力を理解
しようとしている。
運動の種類や法則に関心をも
ち、物理との関連に留意しなが
ら運動の三法則を理解しようと
している。
機械の仕事や動力に関心をも
ち、理解しようとしている。
摩擦と機械の効率の関係に関心
をもち、理解しようとしてい
る。

２．評価の基準（及び年間の評定）

内容のまとまり（単元） 知識・技能（技術） 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

評
価
の
観
点
の
趣
旨

機械設計の各分野について、基礎的な知
識と技術を体系的・系統的に身に付け、
社会環境に適した機械設計の意義や役割
を理解している。

機械設計に関する課題を発見し、倫理観を
踏まえた思考・判断力に基づいて、合理的
かつ創造的に課題について考え、その成果
を的確に表現する力を身に付ける

機械設計に関する諸事象について関心をも
ち、社会の改善・向上を目指して、自ら学
び、工業の発展に主体的・協働的な態度お
よび創造的・実践的な態度を身に付けよう
としている。

評
価
の
方
法

・定期考査
・小テスト
・課題テスト
・宿題テスト
・課題提出物
以上を総合的に評価

・確認プリント
・ワークシート
・授業ノート
等の記述内容や学習内容の理解度、課題提
出物を総合的に評価

・学習への取組状況
（授業準備、出欠、発言、課題への取組）
・課題提出状況
以上を総合的に評価

（１）「機械」の概念を理解させ、設計するための基礎となる力学・材料力学・機構学の基礎的な事項を理解させる。
（２）機械の構成と基本的な機械要素・装置および振動などの現象についての基礎的な知識と関連する技術を身に付けさせる。
（３）簡単な設計・計算の方法を学習し、コンピュータ援用による設計の知識を踏まえて、
　　　安全で安心な器具、機械などを創造的、合理的に設計する能力と協働的に取り組む態度を育てる。
（４）機械設計に関する課題の発見と解決や工業技術の進展に対応する力を身に付けさせる。

シラバス 岐阜県立高山工業高等学校

機械設計

教科 工業 単位数 3 機械工学科　２年

１．評価の観点の趣旨と方法

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

使用教科書 機械設計1（実教出版）、機械設計２（実教出版）

副教材等 担当教員が配布するプリント

「 機械設計 」の到達目標は



第５章　ね　じ
　１．ねじの用途と種類
　２．ねじに働く力と強さ

ねじの基本・種類・用途を理解
し、リード、リード角、ピッチ、
ねじの条数の関係を理解してい
る。
ねじの原理を理解し、ねじに働く
力からボルトの大きさの算出、適
切なねじの選択ができ、実際に使
用するときの留意点を身に付けて
いる。

ねじの山の特徴を理解し、用途に
応じてどのようなねじを使用した
らよいかを判断し、規格からねじ
を選択する力を身に付けている。
使用状況を判断して、ボルトの大
きさを決めることができ、はめあ
い長さや緩み止めについて考える
力を身に付けている。

ねじに関心をもち、ねじの構造
や種類・用途について探究し、
理解しようとしている。
ねじが受ける荷重や、ねじりを
受けるねじの強さに関心をも
ち、荷重に耐えるボルトの太さ
について理解しようとしてい
る。

第６章　軸・軸継手
　１．軸
　２．キー・スプライン
　３．軸継手

軸に作用する動力、ねじり、曲げ
を考察し、適切な方法で軸の直径
を求め、規格から軸を選択できる
知識を身に付けている。
キーやスプラインの種類と用途を
理解し、軸の径に応じたキーの寸
法をJIS規格から選定することが
できる。
軸継手の役目・種類・特徴を理解
し、フランジ形たわみ軸継手の寸
法を計算で求め、規格から選択で
きる。

軸設計上の留意事項を踏まえ、軸
が受ける荷重や断面形状を考慮し
て軸径の求めかたを考えることが
できる。
キーに加わる荷重の計算をもとに
規格から選択することができる。
スプラインなどの使用方法や用途
を考えることができる。
軸継手の必要性と軸を一直線に保
つためのくふうを考察できる。軸
継手の用途と伝達する力を考え、
大きさを規格から選択することが
できる。

軸の種類と特徴を認識し、軸に
働く力、軸の変形、強度・剛性
などを理解しようとしている。
第3章のせん断荷重との関わり
を認識し、軸に対応するキーな
どの選定に関心をもとうとして
いる。
軸継手やクラッチに関心をも
ち、その役目や種類・特徴を探
究し、理解しようとしている。

第４章　安全・環境と設計
　１．安全・安心と設計
　２．倫理観を踏まえた設計
　３．環境に配慮した設計

信頼性や安全性を高めるため、広
い視野に立った知識や設計法を理
解し、活用できる基礎的な力を身
に付けている。
設計に携わる技術者には、高度な
倫理観とすぐれた知識や技術が求
められていることを理解してい
る。
実際の製品の中に活かされている
環境負荷への配慮やライフサイク
ル設計の考えかたを理解してい
る。

安全で安心な製品を設計するため
に、高い信頼性・信頼度が重要で
あることふまえ、具体例を示し、
それを高める方法について考えて
いる。
製品が社会に及ぼす影響につい
て、実際の事例を通して技術者倫
理の視点から考えている。
製品全体のライフサイクルを視野
に入れ、循環型社会、エネルギー
の有効利用、環境の保全を理解
し、廃棄物を少なくする設計につ
いて考えている。

安全で安心な製品を設計する知
識や設計法を理解し、また、利
用者に配慮した設計を探究しよ
うとしている。
技術者が良心に基づいて設計・
製作することが技術者倫理であ
ることを理解しようとしてい
る。
資源やエネルギーの有限性を正
しく理解し、環境への負荷を最
小にする設計上の知識や方法を
探究し、理解しようとしてい
る。

第３章　材料の強さ
　１．材料に加わる荷重
　２．引張・圧縮荷重
　３．せん断荷重
　４．温度変化による影響
　５．材料の破壊
　６．はりの曲げ
　７．ねじり
　８．座　屈

材料に加わる荷重に関連する用語
を正しく理解している。
応力、ひずみ、縦・横弾性係数の
関係を理解している。
熱応力と縦弾性係数・線膨張係
数・温度差の関係を理解してい
る。熱による変化を計算し、熱応
力を求めることができる。
材料の破壊について理解し、許容
応力や安全率を計算することがで
きる。
はりに生じるせん断力と曲げモー
メント・曲げ応力、はりの断面形
状・寸法に応じたたわみを求める
ことができる。断面二次モーメン
トの定義と曲げモーメントの関係
を理解している。
断面二次極モーメントと極断面係
数を理解し、ねじりを受ける軸の
さまざまな計算ができる。
柱に発生する座屈の原因を理解
し、オイラー、ランキンの式によ
る長柱の設計の概要を身に付けて
いる。

荷重を作用のしかたや加わる速さ
によって分類できる。
応力－ひずみ線図、荷重－変形線
図、弾性限度・比例限度・降伏
点・耐力・引張強さなどの説明が
でき、応力とひずみの関係を表現
することができる。
横弾性係数をせん断応力とせん断
ひずみを使って説明することがで
きる。
熱応力の原理を線膨張係数と関連
付けて考えることができる。
破壊の原因を理解し、許容応力と
安全率の関係から部材の寸法を求
めることができる。
曲げ応力、断面二次モーメント、
断面係数の関係式より、適切なは
りについて考えることができる。
ねじりがせん断作用であることを
理解している。
細長い部材（柱）に圧縮力が加わ
るとき曲折して破壊する現象や原
因を理解し、座屈を防ぐ柱の形状
を考えている。

材料に加わる荷重の種類を知
り、その現象を探究しようとし
ている。
荷重と応力の違い、変形量とひ
ずみの違いを理解し、応力とひ
ずみの関係や縦弾性係数を理解
しようとしている。
せん断荷重の特質を考察し、せ
ん断応力とせん断ひずみ、横弾
性係数について理解しようとし
ている。
熱応力に関心をもち、しくみを
考察しようとしている。
機械や構造物を構成する部材の
変形や破壊に関心をもち、原因
や対策について理解しようとし
ている。
曲げを受ける機械や構造物の部
材の強さに関心をもち、はりに
生じる応力や変形について探究
しようとしている。
軸が回転動力を伝達するときに
かかる力や応力、変形について
理解しようとしている。
柱に発生する座屈および原因や
対策を探究しようとしている。



知
・
技

思
・
判
・
表

主

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

１
学
期

5

１
学
期
中
間
考
査

１
学
期
期
末
考
査

・材料の機械的性質を学ぶ意義を理解させる。
・荷重に関する用語と分類について理解させる。
・応力とひずみの関係を考察させ、応力-ひずみ線図とその内容
を理解させる。
・応力の単位、引張・圧縮応力やひずみの意味、その計算法を理
解させる。
・荷重と変形量の比例関係を確認し、応力とひずみの比例定数が
材質によって一定であること、縦弾性係数を理解させる。

第３章　材料の強さ
　１．材料に加わる荷重
　２．引張・圧縮荷重

7

6
　４．仕事と動力
　５．摩擦と機械の効率

・仕事の定義や原理、仕事のもとになるエネルギー、仕事の時間
に対する割合である動力について理解させる。
・エネルギーと仕事、動力の表しかた・計算法を理解させ、それ
らの関係を理解させる。
・てこ・輪軸・滑車・斜面の具体例を踏まえて、仕事の原理を理
解させる。
・機械に働く摩擦の種類と性質について考察させ、その計算法を
理解させる。
・摩擦による損失と機械効率について考察させ、計算方法を理解
させる。

・機械部品には常に何らかの力が働いていることを理解させ、機
械設計で力や運動・仕事や動力を扱う意義を考察させる。
・力の大きさや向き、力の合成・分解、力のつり合いなどについ
て解析の手法を学習させる。
・力のモーメントと偶力の意味、その計算法を理解させる。
・重心の意味とその求めかたを理解させる。
・速度と加速度の意味や計算のしかたを理解させる。
・回転運動における周速度・角速度、回転速度、向心加速度の意
味とその計算のしかたを理解させる。
・具体的事例を通して、事象の計算ができるようにする。
・運動の三法則、運動量保存の法則を理解させる。

３．学習の計画と評価の観点

学
期

月 学　習　内　容 学　習　の　ね　ら　い

評価の観点

考
査
範
囲

・機械の定義を理解させ、機械、器具、構造物の違いや機械のな
りたちを考察させる。
・機械のなりたちやしくみを構成部品・機構・制御方法、機械要
素の面から理解させる。
・社会における機械の重要性を認識させる。
・製品ができるまでを理解させ、設計が仕様→総合→解析→評価
→(最適化)→設計解の流れで行われることを認識させる。
・コンピュータやインターネットにより、設計業務の効率化に
なっていることを理解させる。
・よい機械は設計者の創造性と経験によることを理解させ良い機
械の条件を考察させる。

第１章　機械と設計
　１．機械のしくみ
　２．機械設計

4

第７章　軸受・潤滑
　１．軸受の種類
　２．滑り軸受
　３．転がり軸受
　４．潤滑
　５．密封装置

軸受の特徴を理解し、分類するこ
とができる。
滑り軸受の役目・種類・構造・特
徴を理解し、大きさや適切な材質
の選択方法・知識を身に付け、ラ
ジアル軸受のジャーナルを計算で
求めることができる。
転がり軸受の役目・種類・構造・
特徴や設計法を理解し、使用条件
に基づいて転がり軸受を計算で求
めることができる。
潤滑のしくみ、潤滑方法、油穴や
油溝について理解し、特質に応じ
て使い分けができる。
密封装置の役目・種類・構造・特
徴や、密封装置の必要性を理解し
ている。

用途を考えてどのような軸受を使
用したらよいかを判断する力を身
に付けている。
滑り軸受の種類・構造・特徴や設
計法について考察する力を身に付
けている。
転がり軸受の種類・構造・特徴や
設計法について考察でき、規格か
ら選択する力を身に付けている。
潤滑の目的によってどのような潤
滑法・潤滑剤がよいかを考察する
力を身に付けている。
軸と軸受の状況や密封の目的を判
断して、適切な種類・構造の密封
装置を考えている。

軸受に関心をもち、その分類・
特徴について探究し、理解しよ
うとしている。
滑り軸受に関心をもち、役目・
種類・構造・特徴や重要性を認
識し、理解しようとしている。
転がり軸受に関心をもち、役
目・種類・構造・特徴や重要性
を認識し、理解しようとしてい
る。
潤滑の重要性を認識し、いろい
ろな潤滑法を理解しようとして
いる。
密封装置の種類と特徴、重要性
を認識し、理解しようとしてい
る。

年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、３観点をバランスよく判断して決定します。

第２章　機械に働く力と仕事
　１．機械に働く力
　２．運　動
　３．力と運動の法則



〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇

2

２
学
期

8 ・せん断応力とせん断ひずみは、既習の垂直応力とひずみを対比
して理解させる。
・せん断は、材料のずれに対する抵抗であると理解させる。
・横弾性係数は縦弾性係数を踏まえて理解させる。
・材料は、温度変化によって伸び縮みし、それがさまたげられた
とき熱応力が生じることと、その特徴を理解させる。
・使用応力と許容応力を理解し、許容応力を定める際は荷重の種
類・材料に応じた基準強さをもとにすることを理解させる。

２
学
期
期
末
考
査

　３．せん断荷重
　４．温度変化による影響
　５．材料の破壊

9 ２
学
期
中
間
考
査

・具体例を提示するなどして、ねじの種類と各部の名称、各種の
ねじの特徴を把握させ、用途を理解させる。
・ねじの山がどのようにつくられているかを考察させ、ねじの基
本について理解させる。
・発展的学習として、ねじを斜面に対比して理解させる。
・ねじの締付けトルクの計算法やボルトに働く力の種類に応じ
た、ボルトの大きさの計算法を理解させる。
・ねじのはめあい長さの決めかたについて理解させる。

第４章　安全・環境と設計
　１．安全・安心と設計
　２．倫理観を踏まえた設計
　３．環境に配慮した設計

・信頼性とメンテナンスの関わりについて理解させる。
・信頼性、安全性、利用者のそれぞれに配慮した設計について理
解させ、具体的事例を通して考察させる。
・技術者に倫理観が求められる理由を製品が社会に及ぼす影響の
視点等から具体的事例をもとに考察させる。
・地球上の資源には、かぎりがあることを理解させる。
・環境に配慮した設計として、資源再利用の観点から製品の製造
から廃棄までのライフサイクルを把握させる。
・環境技術を活用した製造に関心をもたせ、それらの技術につい
て考察させる。

・はりに生ずるせん断力と曲げモーメントを理解させる。
・せん断力図と曲げモーメント図のつくりかたと断面二次モーメ
ントと断面係数の計算方法を習得させる。
・ねじりがせん断であることを理解させる。断面二次極モーメン
トと極断面係数の計算方法を習得させる。
・細長い部材に圧縮力が加わるとき曲折して破壊することがある
ことを理解させ、それを防ぐ断面形状を考えさせる。

　６．はりの曲げ
　７．ねじり
　８．座　屈

３
学
期

学
年
末
考
査

3

・軸受の役目を把握させ、種類・構造・特徴を理解させる。
・滑り軸受の種類・特徴を把握させ、ラジアル軸受の設計、計算
の進めかたについて理解させる。
・転がり軸受の重要性を把握させ、種類と特徴を理解させる。
・転がり軸受の選定方法について理解させる。
・潤滑法と潤滑剤の特徴を理解させ、使用方法を考えさせる。
・密封装置の役割や種類・特徴を理解させる。

第７章　軸受・潤滑
　１．軸受の種類
　２．滑り軸受
　３．転がり軸受
　４．潤　滑
　５．密封装置

11

10

・軸は様々な用途を考慮して用いられていると理解させる。
・動力伝達のための軸の計算方法を知り、適切な材質・規格寸法
の選択方法を修得させる。
・キー・スプライン・セレーション・ピン・フリクションジョイ
ントなどの構造・用途について理解させ、軸と回転部分の締結に
あたって適切な選択ができるようにさせる。
・軸継手の種類や特徴を把握させ、フランジ形たわみ軸継手の寸
法の求めかたを理解させる。
・クラッチの特性を理解させる。

第６章　軸・軸継手
　１．軸
　２．キー・スプライン
　３．軸継手

1

12
第５章　ね　じ
　１．ねじの用途と種類
　２．ねじに働く力と強さ



学科・学年・組

第１章
電子機械と産業社会
１節　身近な電子機械
２節　電子機械と生産ライン

電子機械が、メカトロニクスに
よって、設計され製造されている
ことおよび、センサ・アクチュ
エータ制御器の働きによると理解
できる。生産ラインの構造・電子
機械の役割について理解できる。
身近な電子機械の具体例を調べた
り、産業界での活用、エネルギー
や環境保全に果たしている技術に
ついて調査・発表できる。

社会生活や人間の生産活動が社会
全体に与える影響について考察す
るとともに、電子機械が、省エネ
ルギー化や環境の保全にどのよう
に貢献しているかを考える。また
産業界での電子機械の活用を探究
できる。

身近な電子機械に関心をもち、
それが人間生活・社会生活に
とって、どんな役割をもってい
るかを理解しようとする。ま
た、産業、とくに生産工場にお
ける電子機械の活用について、
意欲的に探究し、考える態度を
もっている。

第２章
機械の機構と運動の伝達
１節　機械の運動
２節　機械の機構
３節　基本的な機構要素
４節　基本的な機構

機械の運動の変換・伝達機構・機
械要素の種類や特徴を理解する。
基本的なメカニズムの歯車・リン
ク・カム・巻掛け伝動・ねじ機構
などの具体的なしくみ、特徴、活
用例を調査できる。JISに基づい
て選択・活用できる。

締結要素・軸要素・伝達要素など
が、どのように組み合わされ、ど
のようなメカニズムが構成されて
いるかを考えることができる。

電子機械やメカトロニクス製品
を構成する機械部品には、どの
ようなものがあるかを探究しよ
うとする。

２．評価の基準（及び年間の評定）

内容のまとまり（単元） 知識・技能（技術） 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

評
価
の
観
点
の
趣
旨

「メカトロニクス」に関する技術・技能
を習得するとともに、電子機械は機械・
電子・情報などの技術が、システム的・
総合的に構成されていることを理解す
る。また、これらの問題点を解決するた
めの基礎知識、制御技術についての知識
をもち、その取り組みを理解している。

「メカトロニクス」に関する技術のさまざ
まな課題を見つけ、実習などをとおして、
個人や社会との関連について考え、結果を
論理的に分析したり結合的に判断できる。
また、その内容を的確に表現することがで
きる。

「メカトロニクス」に関する技術に関心・
興味をもち、意欲的に課題を探究するとと
もに、自ら課題の解決に向けて考える態度
を身に付けようとする。

評
価
の
方
法

・定期考査
・小テスト
・課題テスト
・宿題テスト
・課題提出物
以上を総合的に評価

・確認プリント
・ワークシート
・授業ノート
等の記述内容や学習内容の理解度、課題提
出物を総合的に評価

・学習への取組状況
（授業準備、出欠、発言、課題への取組）
・課題提出状況
以上を総合的に評価

（１）電子機械とは何か、また産業社会や生活にどのように生かされているかを理解する。
（２）電子機械を構成する各分野の基礎的な知識と技術を理解する。
（３）電子機械技術がシステム的、総合的に構成されている技術であることを理解する。
（４）システムを作り出す発想力と創意工夫を養い、ものづくりに取り組む態度を身に付ける。

１．評価の観点の趣旨と方法

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

使用教科書 電子機械（実教出版）

副教材等 担当教員が配布するプリント

「 電子機械 」の到達目標は

シラバス 岐阜県立高山工業高等学校

電子機械

教科 工業 単位数 2 機械工学科　２年（選択）



知
・
技

思
・
判
・
表

主

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

・歯車・リンク・カム・巻き掛け伝動・ねじ機構について、具体
的な活用例を通して、その仕組と特徴を理解させる。

・センサは制御対象となる物理量を検出し、主として電気量に変
換する機能について把握させる。

１
学
期
期
末
考
査

7
　３．物体を検出するセンサ
　４．その他のセンサ
　５．アクチュエータの基礎

・機械量・物体を検出するセンサや、温度・光センサなどの種類
と特徴について理解させる。

・アクチュエータとは何か。また種類について理解させる。

１
学
期

4
第1章　電子機械と産業社会
　１．身近な電子機械
　２．電子機械と生産ライン

・メカトロニクスとは何かを理解させ、その技術を用いた製品の
特徴について考えさせる。
・電子機械が社会生活や産業において果たしている役割を身近な
例を挙げて把握させる。
・生産における電子機械の役割について理解させる。

１
学
期
中
間
考
査5

第2章　機械の機構と運動の伝達
　１．機械の運動
　２．機械の機構
　３．基本的な機械要素

・機械の運動と運動を交換・伝達する機構について基本的な知識
を理解させる。
・メカトロニクス製品で利用されている締結要素・軸要素・伝達
要素の種類と特徴を理解させる。
・ねじ・歯車を実際に選択・活用できるようにする。

6

　４．基本的な機構

第３章　センサとアクチュエータの
基礎
　１．センサの基礎
　２．機械量を検出するセンサ

３．学習の計画と評価の観点

学
期

月 学　習　内　容 学　習　の　ね　ら　い

評価の観点

考
査
範
囲

第６章
メカトロニクスの活用
１節　電子機械設計の概要
２節　歩行用ロボットの設計

電子機械の機構・駆動部・インタ
フェース・センサ・制御用プログ
ラムの作成など、設計に必要な知
識と技術が習得できる。
「歩行用ロボット」の設計・製作
および、特徴、設計手順、製作過
程が発表できる。

前章までの学習の成果を応用・発
展させて、メカトロニクス製品の
設計に活用できる。
要素的技術を組み合わせて、シス
テム化へと進展させることを考え
られる。

各種のメカトロニクス製品や、
ロボットに興味・関心をもち、
意欲的にものづくりに取り組む
姿勢がある。

年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、３観点をバランスよく判断して決定します。

第４章
シーケンス制御の基礎
１節　制御の基礎
２節　シーケンス制御回路の基
礎
３節　プログラマブルコント
ローラ
４節　シーケンス制御の実際

リレー、PCの動作原理と扱い方
法を理解する。図記号、シーケン
ス図、ラダー図の描き方、作成方
法を理解でき、制御方法を考える
ことができる。
制御回路を組むことができ、考え
た結果が得られたかどうか実際に
組み立て、検証することができ
る。

操作用機器の図記号、PCのラ
ダー図、シーケンス図の描き方を
知り、自ら制御回路を考えられる
ことができる。PCのプログラミ
ングを作成することがでいる。

リレーやプログラマブルコント
ローラ（PC）に関心をもち、そ
れを活用した制御の方法を探究
しようとする。機械の自動化に
は、どのような制御回路が適し
ているか、また、実際に活用さ
れている回路について探究しよ
うとする。

第５章
コンピュータ制御の基礎
１節　制御用コンピュータの概
要と構成
２節　インタフェースとデータ
伝達回路
３節　コンピュータによる制御
４節　制御プログラム
５節　制御の実際

制御用コンピュータの構成と特徴
を理解し、各種インタフェースと
の関連を考えることができる。
コンピュータによる制御の原理を
理解し、実際にC言語やアセンブ
ラによるプログラミングを作成で
きる。
また、実際にセンサ信号を入力し
たり、アクチュエータの制御信号
を出力できるようにする。

コンピュータとインタフェースの
関係や、インタフェースと制御対
象の関係を知り、総合的に制御の
方法を思考することができる。
また、プログラミングを作成し
て、その結果を考察することがで
きる。

情報技術に関心をもち、コン
ピュータが制御器として、製品
のどのような部分に組み込ま
れ、どのような働きをしている
のかを探究しようとする。
コンピュータによる制御方法を
自ら考えることができる。

第３章
センサとアクチュエータの基礎
１節　センサの基礎
２節　機械量を検出するセンサ
３節　物体を検出するセンサ
４節　その他のセンサ
５節　アクチュエータの基礎
６節　アクチュエータの駆動素
子とその回路
７節　アクチュエータとその利
用

センサやアクチュエータの実習を
とおして、動作原理・特徴・活用
方法を理解する。また、状況に応
じて選択できる。
センサの出力信号の処理方法やア
クチュエータを駆動するための素
子や回路の働きを知り、実際に制
御の方法を考えることができる。

センサ・アクチュエータの種類と
特徴を知り、その働きからどのよ
うな活用方法があるかを考えられ
る。また、センサやアクチュエー
タのインタフェースについて、適
切な回路を考え、判断することが
できる。

センサやアクチュエータに興
味・関心をもち、それらがどの
ような製品に活用されているか
を探究しようとする。電子機械
の目的に応じたセンサやアク
チュエータにはどのような種類
のものが利用されているかを探
究する。



〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

３
学
期

1

　５．制御の実際

第６章　メカトロニクスの活用
　１．電子機械設計の概要

・テーブル位置決め制御やロボットアーム制御の実際をプログラ
ム作成を通して把握させる。またFAにおけるコンピュータの利
用例を理解させる。
・メカトロニクスの活用について、電子機械設計の方法と、その
進め方についての概要を理解させる。

学
年
末
考
査

2

3

〇 〇

・歩行ロボットを題材として、それに必要な機構・アクチュエー
タ・センサ・インタフェース・コンピュータ技術を組み合わせ
て、最適なシステムを得るための設計に関する基礎的な知識と技
術を理解させる。

　２．歩行用ロボットの設計

・制御用コンピュータの構成と特徴を理解させる。

・各種インタフェースの原理と用途、データ伝送規格の特徴と原
理を理解させる。

２
学
期
期
末
考
査12

　３．コンピュータによる制御
　４．制御プログラム

・コンピュータによる機械制御の構成およびデータの入出力方法
の原理を理解させる。
・コンピュータによる入出力制御のプログラムを理解させ、簡単
な入出力プログラムを作成させる。

9
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第４章　シーケンス制御の基礎
　１．制御の基礎
　２．シーケンス制御回路の基礎
　３．プログラマブルコントローラ
　４．シーケンス制御の実際

・自動制御の定義およびその種類と特徴を理解させる。
・シーケンス制御用機器の働きと図記号を理解させ、シーケンス
図を読めるようにするとともに、描けるようにする。
・ＰＣの構成を理解させ、制御に活用するときの結線方法やプロ
グラムの作成を理解させる。
・シーケンス制御の基礎的な回路の役割を理解させるとともに、
使用する機械の選択ができるようにする。

・アクチュエータと駆動させるために必要な回路の基礎を理解さ
せる。
・機械を駆動させるための必要な要素として、代表的なアクチュ
エータの動作原理を理解させる。

２
学
期

8

２
学
期
中
間
考
査

〇〇
　６．アクチュエータ駆動素子とそ
の回路
　７．アクチュエータとその利用

11

第５章　コンピュータ制御の基礎
　１．制御用コンピュータの概要と
構成
　２．インタフェースとデータ伝送
規格
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